
Race Report

                                         

  春到来  

2016 K 耐久東海シリーズ 第 1戦 2016 年 3 月 20 日

名古屋 東京  桜 開花宣言      週末 甲子園  春 選抜高校

野球 海 向                   最高峰 開幕   

     最高峰 自社調       負   戦        台  球児 

   自  集    

今         名 変   同時         新設     楽 

  設定     耐久東海     少 風 強 開幕戦         

 負   戦      

 ＮＮ    （軽ＮＡ        −Ｂ −Ｅ）
名前変更     初心者 対象             新設  上級者向

              分        差 無     中      

               秒以上遅  走           以上速 走

  章典外    

            自体 昨年        改造範囲 少   済 

分      参加            一昨年     増  新規格車

 今         主役 昨年         旧規格車    今年

     

開幕戦           台            台   出走 章典

      与     

 予選

      予選               最速               番手    

                        番手                            

番手                       旧規格   一台 

                                       番手     

     遠心                番手     正福                 番

手                          番手                 

          番手                          旧規格   一台 

 序盤

       序盤                                      

最速     同一        譲    

 番手                 番手                 

     接戦     争                                

          正福       追     

 番手         遠心       少 遅 気味  番手             

     番手              自身     刻     

祝初優勝    

頂点     少    

    及     

旧規格 少数派    

       初優勝     
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 中盤

中盤戦 入          大接戦                           

   最速           主導権     全 分      番手 

                番手                     上    

  

                           少    番手以下 離 

始                         遅           

 番手  番手     正福                遠心       同様   

  同一周回           差          食      

                         残念   完走      

  

 終盤

残  時間 時点      行                      位         

   最速           間 差 広                優

勝    台 絞     

 位                      表彰台 食 込         

                 粘  全車白熱     

                      中盤戦          広  

同   時間経過時点   位以下      差 盤石    運     

見   

         遠心       中盤  順位 上  現在  位  位      正

福        位                 同様       上   

   争  続                                   

 位        

初表彰台    

速       

    章典外    
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残念   完走       

 最終結果

最後 勝利 掴               最速     最終      再逆

転 開幕戦 新規格車初優勝 飾    位     差              

      位         差                 表彰台           

     粘        及   上位 新規格車 占  結果  

波乱              最多周回                  

    基準    上回     章典外 同  途中              

           同様 措置 

  結果記念      優勝          遠心       初       

位     正福        位                   結果  

 総評

   分 初 大会  台  新    影響          技量 

応  挑戦           思    名実   新規格車 主役  

  感         流      行           

       

強風 吹 飛  熱戦
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ＮＣクラス（軽ＮＡのクローズドクラス）

昨年                           獲得     年連続 無敵

        今       絶対王者 中心 回        阻止    

  出      

開幕戦      筆頭                        明智自動車       

       宿命                              

                    合計 台       開幕戦  熱 戦  期

待    

 予選

予選     今年   燃                            昨年 開幕戦 

制       波 乗        番手                      

           秒差          番手    幸愛                昨

年 最高位  位 今年 初優勝 狙  

 番手                         僅差  番手                  

          番手    明智自動車                    番手         

                      

 序盤

         立                                      

         早        敢行   隙 上位 上            

               幸愛         台    追             

                               明智自動車          

    一回目     済       

 中盤

   中盤   台    争  展開 首位 行                   

 離   食                      第  集団 混戦            

            中心                        明智自動車  

           同一周回 続                    差  抜 出 

        

残念       幸愛                      周 走       

           

逆転 狙    位    

       押      知       

表彰台  届        
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嬉  初表彰台   

    表彰台    一歩    

 終盤

終盤 首位固                                

    絶対王者 力 見          番手以下       引 下

                                           

                           追     

    明智自動車                 最終       浮上 狙

                表彰台     力走 

 最終結果

   今年          盤石 展開  勝利             

       得意      位  追 込 及                    

 位     明智自動車           実力      占  結果  

 位 表彰台    秒                        位        

      

                      周目 立体交差下       幸   

             横転                 完走扱 

  位 

 総評

絶対王者    向  首位発進            表彰台   結

果    実力   所 大事        知             

      差 僅差         抜 出              

今年 特徴      目 離    

  今回 残念        復活 願    

最後         
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指定席に復帰だ！ ＃38

ＮＯクラス（軽ＮＡのオープンクラス）

昨年はミラバンがチャンピオンに。2 輪用も流用した改造車らしい魅力の新規格マシ

ンだ。今季の開幕戦には姿を現してはいないが、それ以外の有力チームは参加。

今年もアツい戦いが幕を開ける。

■予選

予選トップは、#36「JKレーシングユーロトゥディ」1’04.725 と全体の2番手。2位には

タイトル奪還に燃える#38「デモリッションエグゼトゥディ」が 1’04.851、昨年の開幕は

クラッシュリタイヤでノーポイント。結果的にこれが 3 連覇を逃す要因に。

予選3位は#3「CRAZYZY IDC トゥディ」1’05.174、地元豊橋の有力チーム。続いては

お馴染み#34「JK ガチャピントゥディ」1’07.411、最近はジバニャンに押され気味のガ

チャピンが予選 4位。5位は#22「KCテクニカ愉快な仲間ミラ」1’08.884、昨年の最終

戦でデビュー 3 位のチームだ。

■序盤

最初のピットインが終わってレースが安定すると、やはりというべきかトップは#38「デ

モリッションエグゼトゥディ」。2 位以下は混戦、#3「CRAZYZY IDC トゥディ」、#36「JK

レーシングユーロトゥディ」、#22「KC テクニカ愉快な仲間ミラ」あたりがほぼ同一周回

で続く。#34「JK ガチャピントゥディ」は少し離れての 5 位を走行中。

■中盤

トップをいく#38「デモリッションエグゼトゥディ」は早くもレースをコントロール。2 位以

下には２Lap ほどのギャップを保ちつつ周回を重ねる。

2位争いからトップへの挑戦権を得たいチームは2つ、#36「JKレーシングユーロトゥ

ディ」と#3「CRAZYZY IDCトゥディ」。どちらが抜け出すか。

その後ろは#34「JKガチャピントゥディ」、#22「KCテクニカ愉快な仲間ミラ」は遅れだし

た。

■終盤

終盤になっても#38「デモリッションエグゼトゥディ」はガッチリ首位キープ。それを必

死に追うのが#3「CRAZYZY IDC トゥディ」。#36「JK レーシングユーロトゥディ」もまだ

まだ追いすがる。

どうやら表彰台はこの3台で決まりのようだが、#38は昨年の開幕戦のこともあり、最

後まで気を抜けないはずだ。

その後ろは#34「JK ガチャピントゥディ」、#22「KC テクニカ愉快な仲間ミラ」は遅れだ

した。

自己最高位、次は頂点だ ＃3

しぶとく走って表彰台 ＃22
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嬉しい初表彰台＃58

手痛い無得点 ＃36

■最終結果

結局ほぼ完ぺきなレース運びをした#38「デモリッションエグゼトゥディ」、最終盤

に#3「CRAZYZY IDC トゥディ」に同一周回まで追い上げられたが、それを振り切

っての開幕戦勝利、王座奪還に向けて幸先の良いスタートとなった。

2 位は終盤見事な追い上げで、見せ場を作った#3「CRAZYZY IDC トゥディ」、そ

の差は30秒ほどだった。最速ラップも、トップとコンマ 1秒と肉薄しており、勝利

もあとわずかだった。

3位はしぶとく走った#22「KCテクニカ愉快な仲間ミラ」が昨年の最終戦に続き3

位に滑り込み。途中のペナルティとその実行遅れはいただけないが･･･

3 位相当の周回数をこなした#36「JK レーシングユーロトゥディ」と、4 位相当の

周回数の#34「JK ガチャピントゥディ」だったが、ともに義務ピットイン回数不足と

して、章典外。

■総評

昨年逃したタイトルを奪還しようと意気込んできた#38「デモリッションエグゼトゥ

ディ」が見事な勝利。2 位の#3「CRAZYZY IDC トゥディ」もその速さにそん色なく

初優勝は近いか。

残念なのは#36と#34、ともにベテランチームなのだが、時としてこういうミスもあ

る。せっかくの成績が実に惜しい。

今回来ていない昨年王者の動向もきになるところだ。

こちらも無得点 ＃34

2 位以下の争いは混戦だったが

ペナルティには気をつけよう

勝利もオイルもいただきだ！！
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ビストロからチャージャーへ ＃28

タイトルがより強くさせたか！ ＃330

ＴＣクラス（軽過給機のクローズド）

昨年はアルトワークスとの接戦を勝ち抜きミラが初めてのチャンピオンに輝いた

が、その差はわずか。結果的には第2戦でのマリンダイビングチームのノーポイ

ントが響いた。

今年もこの 2 チームにカプチーノを愛車とする白須賀会がからんだ戦いか。開

幕戦にはそれらに加え、チャージャーのヴィヴィオ、Kei ターボといっ新顔が揃い

バラエティ豊かなラインナップとなった。

■予選

予選トップは#28「BLAST ヴィヴィオ」1’06.234、昨年まで KNN（NN）でビストロを

走らせていたチームがチャージャーのヴィヴィオでクラス替えの初戦で予選トッ

プ。2 位#69「モモヤマレーシングアルト」1’06.756、今年は優勝が欲しい。

3 位#93「藤枝マリンダイビングアルト」1’06.960、昨年悔しい思いをしたマリンダ

イビングチーム、気合が入る。

4 位は#330「DIXCEL コンパーノミラ」1’07.343、昨年の王者は余裕の発進か。5

位はベテラン#112「白須賀会カプチーノ」1’10.481 唯一の FR、6 位は#95「KHK

KEI」、こちらも昨年は KNN（NN)クラスに出ていたチームが Kei で TC クラスに参

加、タイムは 1’10.949、目立つ黄色のマシンの走りっぷりはどうか。

■序盤

今回気合が入っているのが#69「モモヤマレーシングアルト」、予選 2 位からスタ

ートして序盤戦をトップで走る。ここまでの自己最高位は 3位、今年狙うはもちろ

ん優勝。それを追うのは昨年のチャンピオンチーム#330「DIXCEL コンパーノミ

ラ」と雪辱に燃える#93「藤枝マリンダイビングアルト」、この辺りは役者がそろっ

たという感じ。

4 位は#28「BLAST ヴィヴィオ」、5 位#95「KHK KEI」ともにクラス替えのチーム、

ここから上がっていきたいところ。6 位は#112「白須賀会カプチーノ」

■中盤

中盤でトップに立つのは#330「DIXCEL コンパーノミラ」、このあたりは流石のレ

ース運びか。しかしまだまだ#69「モモヤマレーシングアルト」も食らいつく。3 番

手はするすると上位に上がってきた#28「BLAST ヴィヴィオ」。4 番手#93「藤枝マ

リンダイビングアルト」は一歩後退。それを追うのは 5 番手#95「KHK KEI」、6 番

手#112「白須賀会カプチーノ」。

■終盤

ゴールまで残り一時間の時点で、トップを行くのは#330「DIXCEL コンパーノミラ」

2 位に５Lap つけての快走、余裕を持っての最終ピットか。2 位争いは白熱#28

「BLAST ヴィヴィオ」と#93「藤枝マリンダイビングアルト」。#69「モモヤマレーシン

グアルト」はマシントラブルで残念ながら戦列を離れることに。

#95「KHK KEI」はまだ表彰台のチャンスがあるか、#112「白須賀会カプチーノ」

とともに最後の追い上げを図っている。

追い込み及ばず 2 位フィニッシュ ＃93

KHK の Kei 早口言葉か･･･ ＃95
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嬉しい初表彰台＃58

■最終結果

ゴールまで残り30分のところで他クラスのマシンが立体交差下でクラッシュ、赤

旗となる。この時#330「DIXCEL コンパーノミラ」が追い越しペナルティ、1 分のピ

ットストップ。追い上げてきたのは#93「藤枝マリンダイビングアルト」だｔｔが、２周

の差は逆転ならず、#330 が逃げ切りチェッカー。

3 位は#28「BLAST ヴィヴィオ」が滑り込み、4 位#95「KHK KEI」は表彰台に届

かず、5 位#112「白須賀会カプチーノ」までが完走という結果になった。

■総評

開幕戦は昨年のチャンピオンを争ったチームが 1-2 となり改めて実力の高さを

見せつけた。ただ、気になったのは音量規制で注意を受けたチームがあったこ

と。年々厳しくなるのはマシン作りには大変だとは思うが、これも地元との関係

作りのため。今回は失格というようなことはなかったが、このクラスに限らず、少

し余裕を持ってのマシン作りをしていただけるとありがたい。

Kei などの新顔も見られたこのクラス、新規格ターボ車でストリートチューンから

の参入はし易いと思うので、より盛り上がりを期待したい。

開幕戦は 5位 ＃112

惜しくもリタイヤ ＃69
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復活！ チャンピオンバトルに参戦 ＃777

会心の勝利！ ＃32

ＴＯクラス（軽過給機のオープンクラス）

一昨年の新規格車としては初のチャンピオン#32「爆走あばれ馬ミニカ」、そして

昨年のチャンピオン#9「テクニカ Motys 制動屋アルト」さらには次のチャンピオン

有力候補ともいえる#23「Jatsun アルト」と揃った TO に、3 年前の王者である

#777「ナルミファクトリー」が 2 シーズンぶりに帰ってきた。

ナルミチーム関係者によると、「いろいろとマシンを造るのに 1 年くらいかかって

しまいました」とのこと。やはりベースはアルトバンでそこに K6 ターボが載る。

まだまだ出来たばかりとのことで、今回はおとなしく走るということだが・・・

■予選

ゼッケンも新たな#23「Jatsun アルト」が 1’03.443、今大会唯一の 3 秒台で全体

の PP。新チャンピオン候補の速さを見せる。

2 番手は#32「爆走あばれ馬ミニカ」1’05.499、3 番手は#9「テクニカ Motys 制動

屋アルト」1’05.535。そして 4 番手は#777「ナルミファクトリーアルト」1’11.498 手

探りの船出だ。

■序盤

序盤は#9「テクニカMotys制動屋アルト」と#32「爆走あばれ馬ミニカ」のつばぜり

合い。3 番手の 6 周目にこの日全体の最速となる 1’03.806 をたたき出した#23

「Jatsun アルト」だが、マシンに不調をきたしたようで、周回自体は上がってこな

い。実質シェイクダウンとなる#777「ナルミファクトリーアルト」はなんとかペース

アップを図る。

■中盤

中盤は#9「テクニカ Motys 制動屋アルト」のペース。2 位は逆転を狙う#32「爆走

あばれ馬ミニカ」がスパートをかけてきた。3 位はだんだんとペースが出てきた

#777「ナルミファクトリーアルト」が続く。

序盤から完調ではなかった#23「Jatsun アルト」は 52Lap したところでリタイヤと

なる。

■終盤

終盤は一転して#32「爆走あばれ馬ミニカ」のレース、#9「テクニカ Motys 制動屋

アルト」は S 耐ドライバーが全開アタックで再逆転を狙う。チャンピオン同士のガ

チバトルだ。3位#777「ナルミファクトリーアルト」も05秒台を記録するなどかつて

のチャンピオンの走りを取り戻しつつある。

チェッカーまで残り 30 分、#32「爆走あばれ馬ミニカ」109Lap、#9「テクニカ Motys

制動屋アルト」は 40 秒差の同一周回！果たして追いつけるか。

5 秒届かず ＃9

速さは抜群だったが ＃23
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嬉しい初表彰台＃58

■最終結果

ぐんぐん追いつめる#9「テクニカ Motys 制動屋アルト」、結果･･･5.855 秒差で追

いつけず、#32「爆走あばれ馬ミニカ」が逃げ切り勝利！見事開幕戦を勝利した。

3 位はトップから 5 周差まで上がってきた#777「ナルミファクトリーアルト」が久し

ぶりの復帰戦を表彰台という結果。

■総評

本当に豪華な新旧プラス候補のチャンピオン戦は、もう少し見ていたいと思う

激しい戦いで一昨年の王者が雪辱。#9「テクニカ Motys 制動屋アルト」はストリ

ート仕様の延長というコンセプトの 2015 仕様の限界までプッシュしたが、開幕

戦では届かなかった。

そして復活してきた#777「ナルミファクトリーアルト」、タイトルをとった 3 年前に

比べライバルたちが強力にパワーアップしている中で、マシンをどう熟成してい

くかが注目。

そして今大会は残念な結果に終わった#23「Jatsun アルト」だが、速さは抜群、

トラブルをつぶしていけば次代のチャンピオンも見えてくる。

K 耐久の最高峰といえるこの戦いはより激しさをますだろう。


